



























The Reception and Influence of First World War Posters 
in Design Circles of Pre-war Japan ２
Abstract：This paper is a continuation of “The Reception and Influence of First World War Post-
ers in Design Circles of Pre-war Japan,” which argued how propaganda posters made in the 
United States and Europe during World War One were received in Japan’s design circles from 
the mid-1910s to the 1920s. The purpose of this second paper is to examine how world war post-
ers were introduced and received in Japan during the so-called “Fifteen-Year War Period” from 
the Manchurian Incident in 1931 to the end of the Second World War in 1945.
In Japan, political propaganda posters were first created in 1929 at the behest of the Army 
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Ministry and the Education and Culture Ministry. The move shifted into full swing after the 
Manchurian Incident in 1931 and was accelerated further by the outbreak of the Sino-Japanese 
War in 1937. Since there was no precedent of such posters in Japan, neither the ministries re-
questing them nor the illustrators entrusted with their creation had any concrete ideas as to 
their design. What they used as reference or materials then were the propaganda posters made 
in Western countries.
In this way, world war posters recaptured people’s attention during this period as they were 
often adapted into posters and newspaper advertisements. However, one major difference from 
the 1920s was how the authorities particularly favored designs that featured soldiers fighting 
with bayonets, or motifs such as machine guns, tanks or ammunition suggestive of the war front. 
At any rate, world war posters were reevaluated during the Fifteen-Year War Period, more than 
ten years after they were originally made and used, and played a major role in producing new 
graphic works in Japan. In fact, these posters were used more profusely in Japan than in Western 
countries and their influence lasted longer.
It is also notable that Western war posters were considered an effective measure to encourage 

































































































































































10】を元にした、1932 年 10 月 12 日発行の『大阪朝日新聞』朝刊３面に掲載された《明治チョコレー
ト　秋のおどり》【図 11】や、1918 年のシドニ・H・レイゼンバーグによる…《アメリカ自由国債募集》
【図 12】を完全に翻案とした、1933 年９月 25 日発行の『時事新報』の《日曜版附録》【図 13】、大戦
ポスターとして最も著名な 1917 年のジェームス・モンゴメリー・フラッグによる《アメリカ陸軍募兵》
【図 14】の、右手部分を強調した 1933 年の《安全協会》【図 15】が挙げられ、翻案化はポスターの
みならず、新聞広告にも広く行われた。そして、これらの作品は、《フランス防空国債募集》【図 10】








図 11　《明治チョコレート　秋のおどり》　1932 年 10 月 12 日　
『大阪朝日新聞』朝刊３面




























































例えば、先に挙げた 1916 年の《フランス防空国債募集》【図 10】は、1937 年９月 29 日発行の『大












イツ募金》【図 18】は、1941 年の《廃品回収》【図 19】に翻案とされ、1918 年の《アメリカ戦時貯蓄》















































































































































ところで、日本における大戦ポスターの展示は、1916 年 10 月に神戸高等商業学校（現、神戸大学）
で開催された「広告絵札展覧会」に遡り
（21）

















































































けであるが、こうした女性を意識した傾向は、『大阪毎日新聞』朝刊において 1937 年 11 月７～ 17






長期戦を見据えて、1938 年 12 月 21 日発行の『写真週報』第 45 号には、「戦争と食糧」【図 35】と
題する食糧節約を説く記事を、大戦ポスターを８点伴いながら掲載するほど、現在の視点からすれば
「予防線」を張っていた。
































時のポスター集」　1937 年 11 月７日　『大阪毎日新
聞』朝刊６面
図 35　「戦争と食糧」　1938 年 12 月 21 日
『写真週報』第 45 号、pp.…10-11




支持を集めていた。従って、1939 年９月に松坂屋で開催された ｢大戦ポスター展覧会」は、同年 11
月発行の『広告界』第 16 巻第 11 号に「大戦ポスター展覧会」【図 37】として、すかさず掲載されて
おり、先にも触れた 1938 年９月６～ 16 日にドイツ大使館においては開催された「大戦ポスター展」




だし、専門誌としての真骨頂は、同時代の海外の様子を知らせることにあり、1940 年 11 月発行の『広
告界』第 17 巻第９号に掲載された「宣伝戦」【図 38】は、まさしくこれに当たる。













戦略についての紹介や批判も積極的に行われ、1940 年８月発行の『Art…and…Industry』第 170 号には「War」
【図 40】が、同年 12 月発行の同誌第 174 号には「National…Publicity…in…War-time」【図 41】が、同時代
図 38　「宣伝戦」　1940 年９月　『広告界』第 17 巻第９号、pp.…11-12





















図 40　「War」　1940 年８月　『Art…and…Industry』第 170 号、
pp.…75-77







































































( ワールド・ムック　通巻 674 号 ) ワールドフォトプレス、
2007 年　p.96
図 46　《君は最善を尽くしているか？》　『ミリタリーデザイン３　ポスターは戦争をどう伝えたか。』
( ワールド・ムック　通巻 674 号 ) ワールドフォトプレス、2007 年　p.16
28
ただし、この時代に大戦ポスターを翻案として「新作」を作っていたのは日本だけではなく、例え
ば、アメリカが第二次世界大戦中に製作した 1943 年の《われわれは戦いを始めた》【図 44】は、明
らかに 1916 年の《フランス防空国債募集》【図 10】を翻案としている。また、大戦ポスターとして
最も著名な 1917 年のジェームス・モンゴメリー・フラッグによる《アメリカ陸軍募兵》【図 14】は、






























(2)　「陸軍記念日を國民は忘れた？」1929 年２月 18 日『神戸又新日報』朝刊２面。




(6)　「強化総動員のポスター出来上る」1929 年 10 月８日『都新聞』朝刊 12 面。
(7)　「海軍記念日に上海事變の油繪」1932 年５月 23 日『大阪時事新報』朝刊７面。
(8)　「戦いの跡」1932 年５月 11 日『呉新聞』朝刊３面。
(9)　註 (8) 前掲。




(13)　田島奈都子 2013 年 12 月「近代日本美術界におけるポスターという存在」『近代画説』第 22 号，pp.58-
79，明治美術学会。








(19)　「大戦ポスター展覧会」1939 年９月 11 日『東京朝日新聞』朝刊 11 面。





(24)　「すばらしい威力　最良の宣伝武器と化した〝藝術〟の戦時體制」1939 年９月 14 日『東京朝日新聞』夕
刊３面。
(25)　「欧洲大戦當時の列國ポスター紙上展」1937 年 10 月５日『読売新聞』朝刊９面。
(26)　「家庭と学芸　祖國は求める　世界大戦當時のポスター集」1937 年 11 月７日『大阪毎日新聞』朝刊６面。
(27)　「ドイツを見よ」1938 年８月 24 日『満洲日日新聞』朝刊７面。
(28)　註 (1) 前掲。
